
（ 化学実験室等）  

第 2 8 条 化学実験室、 薬局等において危険物その他こ れに類する 物品を 貯蔵し 、 又は取り 扱う 場

合においては、 第 3 1 条、 第 3 2 条の２ 第１ 項第２ 号から 第 1 6 号ま で及び第２ 項第１ 号並びに

第 3 2 条の４ 第１ 項の規定に準じ て貯蔵し 、 又は取り 扱う ほか、 火災予防上必要な措置を 講じ な

ければなら ない。（ う ）（ す）（ ほ）  

 

【 解説】  

 本条は、火災の発生のおそれのある 化学実験や操作等を 行う 場合における 遵守事項について規定し  

たも のである 。  

１  「 化学実験室」 と は、 学校、 研究所、 試験場、 工場等の化学実験室及び貯蔵室など 小規模な実験

室から 、 機械を 用いて行う 大規模な工場実験室も 対象と なる 。  

 

２  「 こ れに類する 物品」 と は、 危険物政令別表第４ に掲げる 指定可燃物、 高圧ガス 、 爆発性物質及

び他の物品と の接触又は混合によ り 発火する おそれのある 物品を いう 。  

 

３  貯蔵・ 取扱いの基準は、 条例第４ 章で規制さ れる 危険物にあっ ては、 同章で、 その他こ れに類す

る 物品については、 第3 1 条、 第3 2 条の２ 第１ 項第２ 号から 第 1 6 号ま で及び第２ 項第１ 号並びに第

3 2 条の４ 第１ 項の規定中｢危険物｣を 「 それぞれの物品」 に読み替えて適用さ れる こ と と なる 。  

 

４  「 火災予防上必要な措置」 と は、 上記によ る ほか次の措置を する こ と 。  

⑴ 取扱位置は第 1 8 条の３ 及び第1 9 条第１ 項第３ 号から 第５ 号ま での例によ る こ と 。  

⑵ 加熱の状況によ っ ては第３ 条第２ 項第５ 号ま での例によ る こ と 。  

⑶ 適切な消火の準備を する こ と 。  

⑷ 暴走反応等爆発危険のある 反応実験等を 実施する 場合は、事前に実験の緊急停止方法等を 明記

し た作業マニュ アルを 作成し 、 作業員等に、 周知徹底を 図る こ と 。  

⑸ 加熱さ れる 可燃性の物品を 入れる 容器は、 口の小さ いも のを 選び、 火の粉の侵入を 防止する 。 

⑹ 熱源と 当該容器の間には、 目の細かい金網を 挿入し て火炎の伸長を 防ぐ 。  

⑺ 化学実験等を 行う 場合、熱源又は加熱さ れる 可燃性の物品を 入れる 容器等の占める 面積よ り 十

分広い不燃性の台上で行う 。  

⑻ 実験中である 旨の表示を 掲出する こ と 。  

⑼ 危険物等を 保存する 場合は、 整理整頓に努め、 地震等の際にも 落下、 破損等し ないよ う な、 措

置を 行う こ と 。  

 


